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18歳男子にみられた腎静脈腫瘍血栓を伴った腎細胞癌の1例
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   An 18-year-old male was admitted to our hospital because of massive gross hematuria. Ultra-
sound and computerized tomographic (CT) scan revealed a solid left intrarenal mass with renal 

pelvic invasion and tumor thrombus in the left renal vein. Radical nephrectomy with intravenous 
tumor thrombectomy was performed. The left kidney weighed  354  g. Histological diagnosis was 
renal cell carcinoma of the kidney. He received prophylactic injections of  interferon-a at a daily 
dose of 3 million units 3 times a week for 3 months. 

                                               (Acta Urol.  Jpn. 39: 731-733, 1993) 
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緒 言

腎細胞癌 は50歳 代後半に好発 し,近 年 画像診断 の進

歩に ともない偶然発見例が増加 している.一 方20歳 前

後の若年成人 の患者の報告は少な く,と くに 自験例の

ごと く18歳で発症 し腎静脈腫瘍血栓を伴 った腎細 胞癌

の報告は,わ れわれ の調べたか ぎ りでは,稀 であ った

ので若干の文献的考察 を加え報告す る.

症 例

患者:18歳,男 性

主 訴:肉 眼的血尿

家族歴 ・既往歴:特 記すべ きことな し

現病歴ll992年4月7H朝 よ り肉眼的血尿を認めた

ため受診.受 診時は 膀胱 タ ンポナーデ の 状 態 で あっ

た.腰 背部痛は認めず膀胱鏡では膀胱 内に腫瘍を認め

*現:群 馬大学医学部泌尿器科学教室

ず,CTに て左の腎上極か ら腎孟内に突 出 した腫瘍を

認 めたため入院 となった,

入院時現症:痩 せ型 であ るが,栄 養状態は良好,腹

部腫瘤は触知せず.

入院時検査成績=血 液一般,生 化学検査 では,RBC

438万,Hbl2.99/dl,Ht373%と 貧血を 認め る以外

と くに異 常を認めなか った.

腫瘍 マーカー=CAI9-998U/mlと 上昇 して いた.

X線 検査所見:胸 部 レン トゲン写真では,特 に異 常

を認めなか った.

超音波検査 では,左 腎臓の上極 か ら進展 し腎孟のほ

ぼ全域を占める腫瘍 および凝血塊 と思われ る像がみ ら

れ尿管にまで続 いていた.ま た,腎 静脈 の腫瘍血栓 も

認めた.RPで も,腎 孟か ら尿管の途中 まで腫瘍 お よ

び血栓 の存在が認め られた(Fig.IA).選 択的左腎動

脈造影では,腫 瘍に一致 して豊富 な血管の新生を認 め

た(Fig.lB).CTス キャンでは,左 腎臓の上極 に腫

瘍を認め,腎 静脈 内に腫瘍血栓を形成 していた.リ ン
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パ節の腫 大は明らか で な か った(Fig.2).MRIで

は,腎 被膜の連続性は保たれてお り腎周囲への浸潤は

ない と思われ た,骨 シンチでは異常 を認めなか った,

入院後経過=入 院後 も肉眼的」血t尿続 き,4月20日 に

はHb5.69/dlと な ったため腫瘍血管にエ タノール

とゲルフ ォームパ ウダーで塞栓を施行 した.諸 検査 よ

り,左 腎細胞癌T3bNOMOVlb,stageIIIAと 診断

し4月22日 手術を施行 した,

手術所見 ・腹 部弓状 切開にて経腹膜的に左腎お よび

1匡瘍 血 栓 の 摘 出,所 属 リ ンパ 節 郭 清 を 施 行 した.

病 理 学 的 所 見:摘 出 腎は354gで あ った(Fig.3).

割 面で は,腎 上 極 に 中心 部 に 壊 死 を 伴 った黄 色充 実 性

の腫 瘍 を 認 め た.病 理 組 織 学 的 に は,clearcellを 主

体 とす るgrade2,INFα,papillarytype,pT3bp-

NopMopvlbと 診 断 され た(Fig.4)・

術 後経 過=術 後 経 過 は,順 調 で あ った.現 在,再 発

予 防 投 与 と して イ ンタ ー フ ェ ロ ソーα を300万 単 位 ×3

回/週 筋 注 を 施 行 してい る.

考 察

腎細胞癌(腎 癌)は,50歳 代後半に好発す る腫瘍で

あ り若年者(40歳 未 満)に おいては比較的少ないDと

されてい る.そ の うち15歳 未満 の小児腎癌につ いて

は,い くつか報告がなされ本邦で も藤 本 ら2)に より集

計報告がな されている.一 方,青 年 期(20歳 前後)の

腎癌についての多数例 にお ける 報告 は 少ない.友 政



一 ノ瀬,ほ か:腎 細胞癌 ・若年者

ら3)の集計 した施設での,IO～20歳 代の症例の発生頻

度は0～3.3%で あった.男 女比についてKantorら4)

は,15歳 か ら39歳 においては3:1で 男性に多い と報

告 しているが,性 差はなか った との報告5)もある.

臨床症状は小児例においては,腹 部腫瘤で発見 され

ることが多い6)と され るが,仙 賀 ら7)の報告ではむ し

ろ肉眼的血尿の方が頻度が高 く自験例で も腫瘤 は触知

せず膀胱 タソポナーデを きたすほ どの血尿で始めて来

院 した.

画像検査 では,若 年例では腫瘍 の石灰化が5～IO%

にみ られ壮年例 よ り頻度が多い6)と いわれ ているが,

基本的には壮年例 と違 いは ない.

また近年,若 年発 症腎細胞癌の腫瘍細胞 の染色体検

査において壮年例でみられ る,3番 の単腕 の異常 と違

い,17番 の異常が若年腎細胞癌発現の原因 とする報告

がな されている8・9).

鑑別診断を要す る疾患 としては,悪 性 リソパ腫,ウ

イルムス腫蕩,神 経芽腫等があるが診断に際 し最 も重

要なことは若年者であ って も腎細胞癌を必ず疑 ってみ

ることである10).

病理組織学的 な特徴 として,松 嵜 らll)は39歳以下の

14例を検討 し,高 分化型が多 くgradeIが50%と 半

数を 占めていた と報告 して いる.

治療については,発 生年齢にかかわ らず腎摘除術 が

第一選択 され るべきである.放 射線療法,化 学療法 の

効果については否定的 な見解が多い5・10).

予後の最 も重要な決定因子は初診時 の病期 とされ て

いる10).そ して予後は成人例 と比べて良好であ り5年

生存率は50%を 越えているが,一 方で この ような症例

において発病か ら20～30年 過 ぎて壮年期にな り再発が

起 こることが知 られている.

以上の ことか ら青年期 の 腎細胞癌の治療に際 して

は,QOLを 考 えるとともに長期間 にわ た る注意深

い治療 の評価が大切である,そ のため自験例 のよ うに

腎静脈腫瘍血栓を伴 うような腎癌では,18歳 といえ ど

も何 らかの術後補助療法が必要であ り放射線 化学療

法の効果が認め られていない現状では イ ンターフェロ

ソの予防投 与が最適 と思われ る.

結 語
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18歳男子 にみ られた腎静脈腫瘍血栓を ともな った腎

細胞癌の1例 を報告 し,若 年成人に おけ る腎細 胞癌に

ついて若干の文献的考察を加えた。

本論文の要旨は第6回 日本泌尿器科学会栃木地方会にて発

表 した。
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